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改定理由は主に2つ !

▪�町が県に支払う「国保事業納付金」が年々増え
ており、現在の国保税の税収では足りないから。

▪�県の方針に合わせて資産割を段階的に廃止する
ためには、所得割や均等割、平等割の税率を上
げて補わなければならないから。

※�所得が低い世帯は税額を軽減する制度があります。
※�今年度から課税限度額が3万円引き上がります
（99 万円 ➡ 102 万円）。

※�今年度から未就学児の国保税が減額されます。
詳しくは町ホームページをご覧ください。

≫ 後期高齢者医療被保険者証
医療機関の窓口での負担が「1 割」の人のうち、
一定の所得がある人は、10 月 1 日から窓口負担
が「2 割」となります。そのため、今年は 2 回保
険証を簡易書留で送付します。

ただし、保険料の滞納があると、新しい保険証を
送付できない場合があります。

問：�（国保税額）税務課納税係　☎ 0943-32-1114　 （そのほか）住民課国保・年金係　☎ 0943-32-1112

保税の税率を改定しました

期高齢者保険証と減額認定証が新しくなります

令和4年度税率 前年比

医療分

所得割 6.7% ＋ 0.4%

資産割 22.0% － 7.5%

均等割 26,000 円 ＋ 3,000 円

平等割 29,000 円 ± 0

発送 有効期限 色

１回目 7 月中 令和 4 年 9 月 30 日 みず色

２回目 9 月中 令和 5 年 7 月 31 日 桃色

７月中旬発送の通知書をご確認ください

・介護分、後期支援分については改定はありません。
・�広川町では、昨年度から 5 年をめどに毎年税率を見直してお

り、今年度は 2 年目になります。

≫ 限度額適用・標準負担額減額認定証
8 月から使える新しい認定証は、保険証と別に 7
月中に送付します。新たに認定証の交付を希望す
る人は、国保・年金係で申請してください。

※�今年度の保険料の決定通知は、保険証と別に 7 月中旬に送
付します。金額・支払方法をご確認ください。

令和4年 7月 31日㈰
現在お持ちの保険証・認定証の有効期限

後

≫ 国民健康保険被保険者証�
8 月から使える新しい保険証は、7 月中に簡易書
留で送付します。ただし、国保税の滞納があると、
新しい保険証を送付できない場合があります。

保保険証と減額認定証が新しくなります

令和4年 7月 31日㈰
現在お持ちの保険証・認定証の有効期限

≫ 限度額適用・標準負担額減額認定証
8 月から使える認定証の交付を希望する人は、8
月以降に国保・年金係で申請してください。

▶ 申請に必要なもの
・国民健康保険被保険者証
・世帯主と対象者のマイナンバーがわかるもの
・届出人の本人確認書類

国

国
国民健康保険・後期高齢者医療に加入している皆さまへ
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ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町古墳資料館だより

南北朝時代の郷土　その７
～ 鹿田氏由来碑から読み解く背景 ～

　霊園に全長 53 メートル、高さ 3.5
メートルの前方後円墳が造られたと
いうニュースがありました。墳丘の土
中に個別の納骨室があり、多くの遺骨
を納めることができるようです。元来、
石人山古墳などの大型前方後円墳は、
地域の有力者とその親族のための威信

を示す巨大な墳丘墓ですが、令和の前
方後円墳は「古墳型の共同のお墓」と
なっています。しかし、前方後円墳を
現代の技術で実際に造られたというこ
とには驚きました。築造された時の古
墳の雰囲気が見学できるという意味で
は、一見の価値がありそうです。 ▲大型前方後円墳
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史
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。
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あ
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。
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携
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史
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。
　

　
確
か
に
広
川
町
に
有
縁
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い
て
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。
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詳
述
し
て
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。

鹿田氏由来碑（一応区）鹿田氏由来碑（一応区）
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広川町・創業支援事業者の紹介

【創業のきっかけ】
　福岡市内で帽子の卸売業を営んでいます。先の展望
を考え、物件を探していた時に広川町に出会いました。
地域と共に発展していくには、まず自らが飛び込んで
いかなくてはと、広川町で新たな会社を立ち上げまし
た。広川町には高いポテンシャルを秘めたモノ・ヒト・
コトがいっぱいだと知り、出会えた私はラッキーでし
た。

【創業塾で学んだこと、創業補助金の活用】
　創業塾では、特に広告のことが勉強になりました。
小売業未経験の私は、どうやって集客していくのか分
からなかったからです。独自のドライブマップも 1 年
目の終わりに作成できました。事業を計画し、いざ始
まったときに想定外の資金が必要になり、創業補助金
を活用させていただき本当に助かりました。

【今後の展望】
　2 年目は飛躍の年にしたく、想いをさらに形にして
いきます。ネット販売、イベントスペースの催しなど
町外のお客さんの取り込みにも力を入れていきます。
　テラス席はペットと一緒に過ごすことができるよう
になっており、誰もがくつろげる空間を提供すべく、
日々努力しています。町民の皆さまが自慢できるお店
になれるよう、これからもがんばります。

株式会社コンセント（ SIDETRIP cafe&store）

SIDETRIP cafe&store
広川町大字久泉 576-2
☎ 0943-22-8452

代表取締役：薦田隆嘉
従業員 /2 人　設立 /2020 年 12 月 3 日
事業内容 / 飲食店、雑貨店、帽子 OEM 製造販売

慈しみの大地　田中吉政物語
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ぶ
り
日
田
の
花
火
は
咲
き
ほ
こ
る
世
界
の
ど
こ
か
で
戦
禍
あ
り
て
も
　
　
一
瀬
砂
智
子

い
と
悲
し
わ
づ
か
の
段
差
に
足
と
ら
れ
蹌よ
ろ踉
め
く
吾
を
認
め
た
く
な
し
　
　
　
山
﨑
美
代
子

ポ
ン
ポ
ン
と
叩
い
て
音
を
確
か
め
る
大
玉
西す
い
か瓜
夏
の
始
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
濵
武
美
智
子

畑
野
菜
好
天
つ
づ
き
で
萎し
ぼ
み
ゐ
る
雨
降
る
事
を
祈
り
祈
り
て
　
　
　
　
　
　
　
中
嶋
　
玉
子

手
入
れ
な
き
庭
に
は
び
こ
る
ど
く
だ
み
の
白
き
十
字
花
薬
草
と
な
る
　
　
　
　
野
中
　
勝
美

子
の
釣
り
し
太た
ち刀
魚
捌さ
ば
く
夕
厨
自
慢
話
に
相
槌づ
ち
せ
は
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
倉
　
明
美

牧
水
園
の
カ
モ
ミ
ー
ル
摘
み
の
初
体
験
生な
ま
茶
に
粉
茶
ま
ん
じ
ゅ
う
も
あ
り
　
　
細
川
　
徳
子

詩
ち
ゃ
ん
が
ピ
ア
ノ
に
な
っ
て
弾
い
て
ゐ
る
お
ぼ
つ
か
な
指
踊
れ
よ
踊
れ
　
　
青
木
佳
代
子


